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利尻島における高等植物についてはこれまで，
館脇 (1941) が 82 科 512 種，菅原（1962）が 97
科 594 種 28 変種 1品種，中村ら（1968）が 70科
340 種および松野（1984）が 89 科 658 種を報告
している．しかし，これらの報告においてチシマキ
ンレイカの利尻島からの報告はなされていない．今
回環境省レッドリストの改訂にともなうレッドリス
ト記載種の分布生育等を確認するために利尻町立博
物館が実施した調査で利尻島よりチシマキンレイカ
の自生を確認したのでその詳細を報告する．
チシマキンレイカ（Patrinia sibirica (L.) Juss.）
はオミナエシ科オミナエシ属の多年草の植物で高山
や北方の礫地に生育する . 草丈 7～ 15 ㎝で、6～
8月に黄色の花を多数付ける．礼文島においては 6
月中旬に開花する．その分布はシベリアからサハリ
ン・千島列島であり，日本においては北海道の高山
や寒冷地に生育している . 
日本産のオミナエシ属は6種（マルバキンレイカ*，

オミナエシ*，チシマキンレイカ*，オオキンレイカ，ハ
クサンオミナエシ，オトコエシ*）3変種（ハマオミナエ
シ*，シマキンレイカ，キンレイカ）が確認されている．
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写真１．利尻島大空沢産のチシマキンレイカ．
Photo 1. Patrinia sibirica observed at O-kara-sawa, Rishiri 
Island.
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北海道にはこれらのうち4種1変種（*をつけた種）
が分布しており，礼文島においてはチシマキンレイ
カ 1種のみが分布するが，利尻島においてはこれ
までオミナエシ属植物の報告はない．
調査は平成 15年 7月 1日に利尻郡利尻町仙法志
大空沢の源頭部まで出現植物の記録調査を行った．
大空沢は利尻山を源頭とする全長約 6.5 ㎞の空沢で
あるが，春の雪解けの季節のみに河床には流水が見
られる．今回の調査時には源頭部付近で豊富な水量
が確認できたが、標高が低くなるにつれて河床には
流水は確認できなかった．大空沢は現在，土石流被
害対策のため標高約 130m付近まで砂防ダム工事
が行われている．大空沢の源頭部（標高約 900m）
には利尻山山頂部直下にまでに続く岩壁があり , そ
の岩壁には利尻山山頂から山腹のみに生育するエゾ
ノハクサンイチゲ，シコタンソウ，リシリオウギ，
ヨツバシオガマ，イワギキョウ，ミヤマアズマギク
などが生育していることが源頭部より今回の観察で
確認できた . また，それらのうちいくつかの植物が
岩壁より落下し，標高の低い川原においても生育す
る状態が観察できた．
チシマキンレイカも同様に源頭部の岩壁に生育す
る個体が確認できた．また，大空沢下流部の河原（礫
地）においても生育が観察された（写真１）．大空
沢の植物相調査は , 北海道指定天然記念物のチシマ
ザクラ群生地が本地域にあり , これまでチシマザク
ラの開花時の 6月上旬期に調査が限られていたた
め , 本種の確認がなされなかったと思われる．
松野 (1984) によればこれまで礼文島に生育し ,
利尻島に生育が確認されていない植物は約 150 種
ある . チシマキンレイカは道内では主に高山帯に生
育しているが，礼文島のチシマキンレイカは海岸近

くの礫地に生育が観察される．利尻島においても同
様な環境が多く見られることから今後チシマキンレ
イカの生育がさらに確認されることが予想される．
今後もそれぞれの植物の開花期にあわせて四季を通
した植物相の調査を行うことによって利尻島におけ
る新たな植物の分布を確認することができると思わ
れる .
植物相の調査は地域の植生の変化などを知る上で
重要な資料となる．最近の地球温暖化や帰化植物の
増加などを踏まえ，利尻島の植物相についてさらな
る調査が必要と思われる．
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